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高速道路ネットワークの早期整備について

《提案・要望の内容》

○自然災害に備えた強靭な国づくりに加え、企業進出や交流人口拡大等の波及効果
による経済再生や地方創生、人口減少の克服のため、山陰道、山陰近畿自動車道
等の高速道路ネットワークのミッシングリンクの早期解消と、計画的な整備が進
められるよう所要の道路予算を確保すること

①山陰道（ 鳥取西道路 ・ 北条道路 ・ 米子道路 ）の調査及び整備促進「 」「 」「 」

・ 鳥取西道路」全線の平成２９年度一体的供用「
「鳥取西ＩＣ～「鳥取西ＩＣ～青谷ＩＣ」については、供用時期が未公表の

も含めて、平成２９年度の一体的な供用が図られるよう整備吉岡温泉ＩＣ」
を促進すること。

・ 北条道路」における交通安全対策の早期整備及び全線自動車専用道路とし「
ての早期事業再開
近年頻発する重大な交通事故に対する早期の交通安全対策（湯梨浜・北栄

地区の交差点立体化）と、早期事業再開に向けた都市計画のための調査等を
進めること。

・ 米子道路」の付加追越車線の早期供用「
「米子道路」において、現在整備中の 間の付「日野川東ＩＣ～米子南ＩＣ」
加追越車線を早期に供用すること。

②『山陰近畿自動車道の「山陰道～鳥取市福部町 』における事業化の実現」

の３路線を連結する当該区『山陰道 ・ 鳥取自動車道 ・ 山陰近畿自動車道』』『 』『
間の事業化実現に向けて、計画段階評価を進めること。

③『中国横断自動車道岡山米子線』の調査検討の促進及び４車線化

・ 米子市～境港」の道路のあり方の調査検討の促進「
中海圏域の広域的な道路ネットワークの充実・機能強化の観点から 「米、

子・境港間の道路のあり方勉強会」の進捗を図り、次の段階の調査に進むよ
う検討を促進すること。

・ 米子自動車道（蒜山ＩＣ～米子ＩＣ)』の暫定２車線区間の４車線化及び当『
面の対策としての付加追越車線の設置

④『鳥取自動車道』における付加追越車線の早期供用

⑤地域高規格道路の整備促進

『江府三次道路』高速道路ネットワークを補完する地域高規格道路のうち、
の一部であり直轄権限代行で整備中の について、特に路線全体「鍵掛峠道路」
の事業進捗に影響を及ぼす県境部のトンネル工事に早期着手すること。
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.o'r I. £1l張菌室m全線の平成29年度一体的供用

· ~謡主語の交通安全対策の早期登備及び全線自動車専用道路
としての早期事業再開に向けた都市計画のための調査等促進

•m重富田広東蹟貰琵軍司Eの事業化の実現に向けた計画段階評価の促進
·~実商誹吋富惑の道路のあり方の倹討促進
·~病室惑と底翼団主主E題における付加追越輔の早期供用
• re揖到ヨ蓮露軍主の41巨線化及び当面の対策としての付加追越車線の訟置
・辺医協班活宮司のE整備促進 山 陰綿自動車道・柿細道路・江府三次道路



第3次医療筆跡紛カバー事
約90%司約99%
島取西道路の！備により
60〆力パー図が大幅に徳大し、
教命率の向上が期待される



瑚

無信号を含む平面

交差点を中心に量大
事故が頻発しており、
交通事故致死率（9治則
は全国平均co.6%) 
や県内の他区間（1.6%) 

と比べて非常に高い。



』 物iilL組先草島発展のための稽劃鶴間の鐙錨

> 鳥取容量島や島胞ヨI.明院空申安宿線止の
盗鍵盤血よ

＞ 国道沿唇｛干代水周辺｝の受益円滑化

〉ルートについて1:1:..『西労陶．貫一街角商
伺れの移動もスムーズになるよ弓連総得情iの
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米子市～境港問の渋滞I和、物衰の効率化が銀題
高速道路までの距躍は日本海側拠点目豊田中で

』 盟 塗必笠童
机 恒 例踊

淘恒
書重から量制偏重亜目指までの葺腫



資約／鳥取県立Jl>思節団岨4峰子ータCH274l長幼凪3

[ ＂~u錨キッー備ω
OH23～H26年度までの4年間で、50位、3.569名の雇用を確保
O平成27＆草度も既にj鳥取市て滋出3牝エ場新設1社
｛庭用人数計340名）の企業誘致が決定

［鳥取県内への企業誘致数（累積）】
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中京国から自動車飾品の製造業
の進出（H27.4.27)
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【県外からの移住人口の変遷］
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H23～H26年度までの4年間の鳥取県への移住者
は3.418人

l東日本大震災以降の安全志向や県及び市町村
による施設の充実に加え、鳥取道の全通や、山健
遣が策がってきたζと等による県内企業の求人の
増加によりL移住者が婚加e

ltt26年度移住状況
移動元：近畿地方（451人〉、中国地方（354人）、
関東地方ω犯人）

移動先企皇.!fill笠ムi、倉吉市（147人〉、
琴浦町（137人｝

県に移問似i
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~·111：調！UfJ！~i~IHHH 



i!!＜なった鳥取
鳥取自動車道の会線開通と
鳥取砂丘コナン空港の5便化
により関西、山陽、中京、関東
方面から気軽に行Lする湯所と
の窓起草が高まっている。

山陸地方特有の資源を活用‘i霊t書した観光徳興
．四季の旬な食材

＂・町

王位比 五(Iヲガ丸 .＆＇~－＇崎． 路間エ
」； ヨlo..Y.

新たな~時観光周遊ルーlゆ形成 司・・・－・・・』”二 ’吾可軍 司壇画伊円E司、－l*司・・Fさき

－・ョ，

0山隠海岸ジオパークには著名な観光地が点在。年間観光客数は鳥取砂丘と城崎温泉、
天橋立の合計だけでも沖縄県の658万人に匹敵する651万人。
0山陰道、山隠近畿自動車道が繋がることで、新たな広域観光周遊ルートが形成され、
交流人口が拡大。

－ 

I 



北東アジアゲートウェイ「境港」の重点整備について

《提案・要望の内容》

○我が国の経済再生や国土強靭化を推進し、日本海国土軸を形成するため、

次のとおり北東アジアゲートウェイ「境港」の重点整備を実施すること

①竹内南地区 複合一貫輸送に対応したふ頭再編改良事業〔直轄事業〕を重点

実施により早期完成すること

②中野地区 国際物流ターミナル整備事業〔直轄事業〕を重点実施により早期

完成すること

〈参考〉

１ 竹内南地区貨客船ターミナルの状況

○境港と韓国（東海）及びロシア（ウラジオストク）を結ぶ国際定期フェリーは、就

航から６年が経過し更なる利用促進に取り組んでいる。一方で、高速道路網整備や

企業進出が進展している山陰地域は、国内海上輸送網のミッシングリンクとなって

おり、加えて鉄道輸送も十分でないことから、内航ＲＯＲＯ船のトライアル輸送を

実施し、物流コストの削減や販路拡大等に向けて取り組んでいる。

○また、内航ＲＯＲＯ船の定期化や国際物流と国内物流の接続による新たな物流ルー

トの確立、小口貨物の集配機能の充実等のため、国土交通省と連携して産学金官に

よる「境港流通プラットホーム」を構築する等、圏域の産業競争力の強化に向けて

官民挙げて活動展開を図っている。

○今年アジアデビューした最新鋭の大型クルーズ客船「クァンタム・オブ・ザ・シー

ズ（167,800トン 」が、７月２日に４，６００名を超えるお客様を乗せて境港に入）

港した。境港では、独自の外国クルーズ船対応コーディネーターの設置や船社のキ

ーマン招聘 「市民参加によるおもてなしサポーター」の設置、ふ頭内臨時免税店、

の出店など、官民、地域が一体となってクルーズ船の寄港拡大に取り組んでいる。

２ 中野地区国際物流ターミナルの状況

合板の国内シェア１６%を占める境港背後の木材関連企業は、境港での増産体制を

、 、 、整えつつあり 現在発生している沖待ち 横持ちなど非効率な荷役を早期に解消し

事業効果を１日も早く発揮させるための中野地区国際物流ターミナルの早期完成を

強く望んでいる。



I• l境港ふ頭再編改良事業〔直轄事業〕 I 
－境港ふ頭再編改良事業の早期完成による北東アジアゲートウェイ機能の強化！！
①圏内海上輸送のミッシングリンクの解消を図るとともに、②国際物流の拡大、国際圏内物流の連結、

③急増・大型化するクルーズ船寄港に対応！

①圏内海上輸送のミッシングリンク解消 ②国際物流の拡大、国際圏内物流の連結

新たな物流ルートの確立

就航6年目を迎える！！
我が国唯一の環日本海定期貨
客船航路

5年間で14万人の旅客輸送

1本スタワ‘ヨーロッ，《，、
ー←一一ー一 蹴コ・四三

実海崎脅圃． 大迫． 
. .，；.，＿ー£竺竺竺
・回E •• 
中国軍醐A I ~ 新らたな物流

ソ司tι. ~－ - ITソ..，J,;証言面，、 ・E山畠
青島” ’ 

土湾

07月11日「境港流通プラットホームJ設立～産学金官が力を合わせ目標実現～

φ企画・立案・調整・実施

［協議会の役割］．取組方針決定

進捗管理

情報共有

［分科会の役割］具体的績討と行動

協議会

直室豆WIヨ岬閉里担ζin.;r.二万八』割余儀す。婁僻蹄

園内物流分科会 国際物流分科会

日亙豆~コ
商工会議所 ・有識考
・主融 ・地兄関係団体
脳会U －運送金丸
荷役告社 ー荷主会経
企守政機関

物涜・取引11鏡改善分科会

［方淘性］日本量皇制国肉海上幽訴のミヴシ ［方向性］陽自陣国際コン干ナ航盛・国際 ［方向性］物量骨ーピス・鎗議シス子ム
与'i..!l之乏ま盤i直し、境港の掴滋及び中国 貨客船ゆ利用促進及び国肉物滞・同僚 の誼・JHtぜ：；皐スマヴ亭ンゲのffi!準
地方の物流の効率化を実現 勉蕊金漫鐙

g盲置

lllJ・E

③急増・大型化するクルーズ船寄港への対応

クルーズ客船によるインバウンドの飛躍的拡大

｜昭和南地区 ｜

16万t級 クァンタム・オブ・ザ・シーズ号初寄港（H27.7. 2) 

35 0 
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二ミb .u 
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語1!>.U
4皇室 10.0 

50  

l』］揖陣害馳 ー← 寄港四位｜

飛躍的拡大
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〈見込みJ

今年度は、20回程度の寄港予定で、
16万トン級クルーズ船クァンタム・オブ・ザ・シー
亙も7月2日に入港し、

乗客数Z亙ムを超える見込み！
｜ 官民のおもてなし ｜ 
－観光案内通訳ボランティアが始動

－岸壁での免税店、WトFi、外貨両替の設置



0ミッシンダリンク
解消による物流コス
トの削減

/ 

陸上輸送費のコスト削減

新たな航路

陸上輸送から海上輸送ヘ転撫

A企業
鳥取県の企業の例
2. 4億円／年削減

陸上輸送費のコスト削減
陸上輸送距離削減による

B企業
広島県の企業の例
0. 3億円／年削減

・平成25年～26年の2カ年で春夏秋冬4固の
試験輸送の実施（境港～苫小牧～新潟）
参加企業： 35社（輸送希望企業48祉）

輸送台数：累計236台 f参加企業の声
主な貨物：合板、小室、 ｜『輸送コストが削減された』

：農機、建設機械など l『リードタイムが削減された』
『輸送晶質に満足』

~o高速道路網整備による集荷範囲の拡大
10モーダルシフトによるトラックドライバー不足の緩和
－モーダルシフトによるトラックドライバー不足の緩和
－トラックの安全規則遵守 （運転時間遵守） の厳格化

(1 自の－~送エリア縮小傾向）



国際フェリー・国際RORO船の連結に
よる新たな物流ルート確立

【温室車による活魚の輸出・輸入】
コ陸上輸送無しで韓国まで運搬可能

－輸送コストの削減

．リードタイムの縮減

．活魚の品質の向上

※【平成24年2月18日～5月26日間で試験輸送活魚車34台実施】

【輸出ルート】 北海道・瀬戸肉司鏡港司（国際フェリー）司東海（穂国）

－ホタテ、ホヤ
【U入ルート1釜山（韓国）＝。（長錦商船）司境港司大阪等
－アワビ、ヒラメ

国肉RORO

下関連

、完円芸品領’.，...・:._ 4同事... 
q・・...，.電F

。札a

ー－ -：柑繍送Jレート
圏内RORO

・・・・・・・・・・DBS 
ー園田園 園際RORO

H27年度のクルーズ船入港の
経済効果は、6億円以上

20,000人以上×30,000円＝600,000千円以上

貨物船との入港調整解消による、 クルーズ客船の寄港増



｜匝 圃 ｜ 中野地区国際物流ターミナル整備事業〔直轄隷〕

0設備投資 － 
A工場平成24～ 10傭同 ｜ 
B工場平成22～ 39億円 同O億円
C工場平成23年 1億円 J 
0雇用創出
工場増設による直接雇用柵 30名程度

細々と噌産体制を整え

原木崎入量が地加ヘ

合板増産に伴い原木の野積が増加

更に野積場が不足

0外貿貨物（リサイクル、原木等）需要の増加、船舶の大型化に対応
した取扱い能力の向上を図り、既存岸壁を効率的に利用するような、
ふ頭再編を実現する

【事業の効果】

O吃水調整や沖待ちの解消やふ頭の再編など、港湾機能の向上に
より荷役の効率化・コスト削減

O合板等の原材料となる原木やリサイクル貨物等の安定的な供給に
よる、地域産業の競争力強化



！？翻J果②H
【課題】野積場不足：λ
リサイクル貨物や原木等混穫す

る貨物 三亡》f
名、頭用地ぬ不足による原木の
横揺ち費腐の削減A九百三
4億円メ第三削減：；山；＇・・・・・・・・・・・・・•• 
（鍬運搬費：；：1氏側台x~2~9.qp両面
（積込；· ·~ ···積卸費日··＝1 ••• ~0Q=t? ＂~~G40円／）·｝）

来①）｛沖待ちの解消 ）［弱1果⑨］［貨吻集約により荷倒率の向土
【課題】岸壁不足
クルーズ船ス港時に沖待ちが発生

貨物船同士・クルーズ客船とのバッティング
が解消し沖待ち費用の削減

8干万円／年削減
(2,000干円隻／目×年間延べ40目）

リサイクル関連業者の進出（2社｝
A祉：平成27年4月稼働
B祉：平成29年10月稼働予定

設備投資約27億円
新規雇用 30人程度

;1;1~に加サイクル
買蓄世 i

醤寵z一←－
；場開曹関霊F
量翁空襲諜量量産能聖司Z量互翠li－~11~養護聖誕 諺~－品霊長？？？軒！al~



地方航空路線の維持・拡充について

《提案・要望の内容》

○交流人口の拡大や地方経済を発展させる真の地方創生を実現するためには、複数
都市を結ぶ地方航空路線のネットワークの拡充が不可欠であることから、地方空
港のミニハブ機能を維持・拡充するよう、国として積極的な施策を講じること。

＜路線の維持・拡充に向けた取組＞
・羽田空港発着枠を地方路線に優先的に割り当てるとともに、既存路線の維持・拡

充について、航空会社に対し国として強く指導すること。
・羽田空港の国内線発着枠について、現在暫定的に国内路線で活用している国際線

中国路線枠と同数以上の発着枠を冬ダイヤ以降増枠すること。
・東京-鳥取線の航空需要拡大の取り組みのため、羽田発着の政策コンテスト枠を平

成２８年度以降も継続して割り当てること。

＜米子鬼太郎空港の空港使用料等の軽減＞
・国内定期便の新設・増便等に対する着陸料の免除又は軽減率の拡大を図ること。

・地方航空路線の国内・国際定期便に係る空港内停留料、保安料、航行援助施設利
用料の免除又は軽減措置を新設すること。

・訪日外客数２，０００万人達成に向け、国際定期便・国際チャーター便に対する
着陸料の免除等を行うこと。

＜民間事業者への支援制度の創設＞
・民間事業者が空港施設を拡充する際の補助制度を創設すること。

＜参考＞
１ 利用促進等の取組状況

・鳥取砂丘コナン空港への愛称化（3/1）に伴う「空の駅」化装飾等の推進
・航空会社とタイアップした利用促進キャンペーン
（ＡＮＡ）うっとり鳥取キャンペーン「鳥取美人物語」等
（ＳＫＹ）ポータルサイト運営、就航先での路線ＰＲ等

・懇話会やＷＥＢ系旅行会社と連携した路線ＰＲ
※鳥取砂丘コナン空港のH26搭乗実績を踏まえて政策コンテスト2年目（H27）目標値を上方修正

327,000人（有償搭乗者数のみ）⇒350,000人（当初5年後の目標を前倒し）

２ 県内空港の運航状況等
鳥取砂丘コナン空港の運航状況等 米子鬼太郎空港の運航状況等

○定期便の運航状況 ○定期便（国際線含む）の運航状況

ANA：羽田 増便 5便/日 ANA：羽田 増便 6便/日（H26.3 ） （H26.10 ）～ ～

SKY：神戸 、那覇 2便/日(H25.12 H27.8) (H26.4 H27.8)～ ～

ｱｼｱﾅ: ソウル(仁川) 1便/日※毎週日･火･金

○定期便の利用状況 ○定期便（国際線含む）の利用状況

H24年度 301,885人 H24年度 470,319人

H25年度 330,016人 H25年度 632,111人

H26年度 342,926人 H26年度 846,549人

○国際チャーター便就航状況 ○国際チャーター便就航状況

8便（台湾､ロシア） 29便（台湾､中国）H24年度 H24年度

10便（台湾､ロシア） 50便（香港､台湾､ロシア）H25年度 H25年度

）H26年度 H26年度10便 (台湾､ロシア､中国） 41便 (香港､台湾､バンコク､韓国



日本海国土軸を形成する整備新幹線など高速鉄道網の整備について

《提案・要望の内容》

○災害に強い国土づくりを進めるとともに、鉄道機能をより発揮するため、山
陰新幹線やフリーゲージトレインなどの高速鉄道網の整備を進めるべく、県
では独自に調査を始めている。国としても早急に具体的な取組に着手するな
ど、整備の実現に向けた進捗を図ること。

、 （ ）・災害に強い国土づくりを進めるためには 高速鉄道の補完性・代替性 リダンダンシー

を確保することが重要。

・加えて、人口減少に歯止めをかけ、真の地方創生を実現するためにも、高速鉄道網を整

備することは極めて重要。

・環境にやさしい大量公共輸送機関としての鉄道機能をより発揮するためには、全国的な

高速幹線鉄道網の整備が必要。

・また、阪神・淡路大震災や東日本大震災でも明らかになったように、旅客、貨物輸送を

確保するためには高速鉄道、高速道路などの高速交通網の多重化が不可欠。

・しかしながら、全国新幹線鉄道整備法が1970年に制定されて以来約42年経過しているに

もかかわらず、基本計画線については、着工はもとより調査・計画の目途さえ立ってい

ないのが現状。この間、同法は根本的な見直しはされず、また、その他に総合的な幹線

鉄道計画は策定されていない状況。

＜参考＞
県内鉄道（フリーゲージトレイン方式による「伯備線ルート」及び「智頭・因美線ルート ）」
の高速化調査（H26年度～H27年度）について

１ 調査の内容
・Ｈ26年度調査

①線路状況の把握、②新幹線・在来線アプローチ部の検討、③線形改良の検討、
④踏切の調査

・Ｈ27年度調査
①留置、検修機能、②電化関係の調査検討、③到達時間の算出、
④工事数量・概算経費の算定

２ 今後のスケジュール
現在、到達時間の算出等を行っており、8月中には改良工事費の算定、10月末までに全体

の取りまとめ作業を行う予定。
Ｈ26年度調査の結果概要３

伯備線ルート 智頭･因美線ルート
区 分

(岡山-米子-出雲市) (姫路-上郡-鳥取-米子)

曲線半径400m未満 147箇所 29箇所

(要改良箇所数)

道床厚250mm未満 85箇所 67箇所

(要改良箇所数)

橋梁改良(無道床橋梁区間) 76箇所 43箇所

(要改良箇所数)

トンネル 0箇所 18箇所

(要改良箇所数)

踏切 209箇所 155箇所

(要改良箇所数)

(姫路-上郡、伯電化･非電化 全線電化 非電化

耆大山-米子間は電化)



社会資本整備総合交付金及び防災・安全交付金の 

重点的な配分について 
 

《提案・要望の内容》 

 〔社会資本整備総合交付金〕 

○地域の実情に配慮し、各自治体で取り組む地方創生の後押しとなるよう必要な

財源を確保するとともに、特に財政力の弱い地方に重点的に配分すること。 
  

〔防災・安全交付金〕 

○国土の強靭化を推進するため、住民の命と暮らしを守る事前防災・減災対策と

暮らしの安全・安心を確保する安全対策等について、地域の実情に即して確実

に取り組むことができるよう、必要な財源を確保するとともに、特に財政力の

弱い地方に重点的に配分すること。 
  

＜参考＞ 
〔社会資本整備総合交付金〕 

○当県では、三徳山・三朝温泉の日本遺産認定や大山開山１３００年などの観光資源の活用、

鳥取道や山陰道の開通によるＩＣ周辺への企業進出及び米子駅周辺の賑わい創出など、地

方創生に向け各自治体で取り組んでいるところである。 

○しかし、地域の社会資本整備を総合的に支援する目的で創設された社会資本整備総合交付

金は全国的にも縮小傾向にあり、当県では対前年比０．９０と全国平均０．９９に比べて

下回り、地域の実情や要望等に対応した配分となっておらず、今後、地方創生の取り組み

に支障が出るのではと危惧している。 
  ＜観光資源の活用を支援＞ 

  三徳山・三朝温泉(H27.4 日本遺産認定) ⇒ 県道鳥取鹿野倉吉線（三朝町） 

  氷ノ山周辺観光 ⇒ 国道４８２号舂米バイパス（若桜町） 

＜経済活動（企業誘致等）を支援＞ 

  山陰道、米子自動車道のＩＣアクセス ⇒ 国道１８１号岸本バイパス（米子市～伯耆町） 

  地域高規格道路のＩＣアクセス ⇒ 県道倉吉由良線（倉吉市） 

＜地域づくり・まちづくりを支援＞ 

米子駅周辺のまちづくり ⇒ 米子駅南北自由通路等整備事業（米子市） 
                            ［道路事業は対前年比０．９３］ 

〔防災・安全交付金〕 

 ＜水害・土砂災害や大規模地震に備えるための防災・減災対策、インフラ老朽化対策、通学路

の安全対策等＞ 

 ・塩見川等河川事業 ・湯山海岸等海岸事業 ・土砂災害防止のための砂防事業 ・道路施設、 

河川管理施設、港湾施設等の計画的な維持管理、更新 ・橋梁の耐震補強 ・緊急輸送道路 

等の落石防止対策、未改良区間の改良等 ・通学路の合同点検に基づく安全対策 等 

※平成２７年１０月に「鳥取県国土強靭化地域計画」を策定予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
※当初予算国費ベース 

社会資本整備総合交付金 防災安全交付金

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

9,089億円 9,145億円 9,085億円

65.1億円 61.2億円
55.0億円

1.01 0.99

0.94
0.90

全国

鳥取県

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

10,324億円
10,727億円 10,851億円

115.1億円

全国

鳥取県

1.04
1.01

128.9億円 129.6億円
1.12 1.00

年度

※当初予算国費ベース 



地方創生を後押しする社会資本整備は必要不可欠｜
観光施策

県内の主な観光地

・鳥取砂丘（年間141万人）

．鳥取砂丘コナン空港

．水木しげるロード（5年連続2百万人突破）
．山陰海岸ジオパーク

．三徳山・三朝温泉（日本遺産登録）

・皆生温泉、羽合温泉などの温泉地

・大山、氷ノ山などの自然

経清活動（企業誘致等）

近年の誘致企業

（千人）

9,000 

6,000 

3,000 

100 

90 

80 

。

・源吉兆庵（和菓子製造、販売会社） ：： 

．共和薬品（ジェネリック医薬品メーカー）

・今井航空機器工業（航空機関連部品製造会社） ：：

．イナテック（自動車部品製造会社）

－マルサンアイ（亘乳製造販売会社）
。

県外からの観光客入込客数

H21 H22 H23 H24 H25 ・l"l"~二
資料／鳥取県観光戦略課HP（年）

勤取県内全 長り企準設雪量生務Lく!i2L4現歪E)

星島1lll皐盈重道沿
旦 山隆進i盆
その他

H15 H15 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26（均三后り

積F葱込／ 阜商也候込£ι岨雌II&型lil1'・惜号留一一＂（ H27.4当......., 

（ 地域、彦ちづく1.J ) 一雌路イメ一

最近の動き

・米子駅自由通路整備による

米子駅周辺及び中心市街地活性化

－若桜街道商店街（がんばる商店街30選）

・重点道の駅（神話の里白うさぎ、にちなん）

I 社会資本整備総合交付金の『必要額の確保』と財政力の弱い地方への『重点配分』 ｜ 


